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中
国
の
奥
地
・
雲
南
省
ば
中
国
人
に
と
っ
て
さ
え
秘
境
て
あ
る

彼
ら
は
言
う
こ
こ
、
て
は
な
に
が
お
こ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
;

生
ま
れ
て
か
ら
・
・
・
万
回
以
上
も
眠

3

〉
・

空
を
飛
、
ぶ
夢
と
い
う
や
つ
を
・

..

まだ

J
度もみたことがない

ー - - &

"
を
も
て
る
の
は
人
間
だ
け

u
空
を
飛
ぶ
こ
と
も
人
間
の

の
ひ
と
つ
。

ベ
ス
ト
・
セ
ラl
作
家
、
椎
名
誠
の
幻
想
的
な
短
編
小
説
を
最
後
の
秘
境
と
呼
ば
れ
る

中
国
は
雲
南
省
で
の
大
規
模
口
ケ
で
映
画
化
。

主
演
に
一
作
ご
と
に
著
し
い
成
長
を
見
せ
て
い
る
人
気
俳
優
・
本
木
雅
弘
を
迎
え
、
『
極
道
黒
社
会
』
な
ど
で

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
を
持
つ
期
待
の
若
手
監
督
・
三
池
崇
史
が
新
境
地
に
挑
ん
だ
一
大
叙
情
詩
。

舞
台
は
日
本
文
化
の
源
流
と
も
言
わ
れ
る
雲
南
省
の
奥
地
。

そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
よ
り
不
本
意
な
が
ら
こ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
平
凡
な
商
社
マ
ン
と
訳
あ
り
の
ヤ
ク
ザ
。

道
中
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
二
人
は
変
な
日
本
語
を
し
ゃ
べ
る
中
国
人
ガ
イ
ド
に
連
れ
ら
れ
て
:
防
司

J
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f

「
鳥
人
伝
説
」
の
残
る
小
数
民
族
の
村
に
た
ど
り
着
く
。
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、
‘
;
一
品
一

f
F
d
a
v
v

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
る
美
し
い
村
で
過
ご
す
う
ち
、
こ
の
村
に
魅
か
れ
て
い
く
こ
人
。
門
J
U
J
n
凡M
E人
叫
ヲ
に

素
朴
で
純
粋
な
村
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
「
現
代
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
何
か
」
を
思
い
出
し
て
い
く
の
だ
が
・
・
・
。

雲
南
省
の
雄
大
な
景
色
や
脇
を
固
め
る
石
橋
蓮
司
と
マ
コ
イ
ワ
マ
ツ
の
素
晴
ら
し
い
演
技
も
こ
の
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な

大
人
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
は
撮
影
監
督
に

『
H
A
N
A
l
B
l

』
の
山
本
英
夫
、
脚
本
に

N
A
K
A

雅

M
U
R
A

な
ど
三
池
組
常
連
メ
ン
バ
ー
で
固
め
ら
れ
た

c
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‘
&
九
一
ム

げ
汚
・
ス
必
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一
ル
ル

セ
ォ
ヒ
ル
ネ
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新
英
山
画

R
h
げ
ア
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テ
叶
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(
本
側
映
ベ

U
M
Mド
ク
京
匂

げ
操
城
山
州
抹
ぽ
町
中
川
東
札

弘
司
昨
ハ
司
船
督
州
パ
ム
市
対
一
一
切
か
丸

「
雅
蓮
イ
干
監
年
、
わ
:
:
協

m

s
木
橋
コ
川
町
督
作
影
本
引

M
W作
給
給
問

ω

本
石
マ
釘
監
原
撮
脚
旧
日
製
配
配
。
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